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研究成果の概要 

本研究では、トゲウオ科イトヨの季節応答性の獲得と喪失をモデルに、トップダウン型の遺伝子制御ネ

ットワークがもたらす進化的有用性とその原理、それによる生態系改変機構を解明する。イトヨの季節

応答の遺伝子発現制御ネットワークを明らかにするために、本年度は、昨年度に得られた季節性繁殖を

示す海型イトヨの長日・短日条件下での下垂体の 1細胞マルチオーム解析に加えて、季節性をあまり示

さない淡水型イトヨの下垂体の 1細胞マルチオーム解析を行った。これらを統合して解析すると、下垂

体細胞は、17 個の細胞クラスターに分けられた。それぞれのクラスターでは、ホルモン関連遺伝子が

発現しており、性腺刺激ホルモン産生細胞、プロラクチン産生細胞、ソマトラクチン産生細胞、甲状腺

刺激ホルモン産生細胞、副腎皮質ホルモン/メラトニン刺激ホルモン産生細胞などを同定した。また、

遺伝子発現変動解析（DEG 解析）、Gene Ontology（GO）解析、クロマチンアクセシビリティ分化領域

（DAR）解析とモチーフは解析により、これらの細胞クラスターの特徴付けがされた。また、昨年度と

同様、季節応答のハブ遺伝子を特異的に発現する細胞も同定した。この新たなホルモン産生細胞の中で

ハブ遺伝子は海型の短日条件で高く、長日条件で低く発現しており、これまでの私たちの研究結果と一

致した。また、海型よりも淡水型でハブ遺伝子の発現が低く、これもこれまでの私たちの研究結果と一

致した。ハブ遺伝子を特異的に発現する細胞クラスターのトランスクリプトームを海型と淡水型間で

比較したところ、これらの間で発現量が異なる光感受遺伝子を同定した。これが、ハブ遺伝子の発現を

上流で調節している可能性がある。さらに、ハブ遺伝子のシス制御配列の解析を行い、海型／淡水型特

異的な領域を検出した転写因子結合モチーフの解析から、下垂体関連転写因子の転写結合モチーフが

淡水型で特異的に欠失していることが示唆された。 
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